
Ⅱ ホタテガイの垂下養殖試験
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は じ め に

陸奥湾においては､ホクテガイの垂下養殖が著しく進展しつつある｡昨年度に引続き､塩越､吉野牛

用､岩屋地先で垂下養殖試験を実施した○

本試験を進めるに当i)､ど協力を惜しまれ夜かった､蟹田町駐在水産業改良普及員富永裕二氏､東通

村尻屋駐在主任水産業改良普及員吉田秀明氏､蟹田町第-漁業協同組合宮本忠治氏､野牛漁業研究会､

岩屋漁業研究会の各位に厚くお礼を申し上げる｡

材料および方法

(1)試 験 場 所 (第 1図参照)

東津軽郡蟹田町塩越地先;水深 10m

下北郡東通村竜野牛用地先; 〝

下北君陳 通村岩屋地先 ;水深 lOm

(2) 垂下養殖施設

垂下養殖施設は第2図に示した通D､

各地先共に延縄式を用いた｡用いた飼

育器材も第2図のようをものを用いた｡

陸奥湾内の塩越地先では､パールネッ

ト6m/m目､丸5段寵 20m/m目､

4OmJ/僻目､の各種寵を用い､各寵

1段毎の収容月数を10個､15個と

し密産別試験を実施した｡一方外海の

古野牛川､岩屋両地先ではパールネッ

ト6m/m目､丸5段寵4Om/m目､

丸10段寵40m/m目を用い､各寵

古斬り

第1図 垂下葺殖試験地

声農

#･ 赤星 静雄 :現 SANTOS･EST･SP･BRASIL

弊弊 佐々木鉄郎 :現 青森県主任水産業改良普及員 川内町駐在

祥浮弊 武田 雷介 :現 兵庫県水産業改良普及員 州本農林事務所駐在
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第2図 ホクテガイ垂下養殖施設模式図1段毎の収容月数を10個､15個とし密度別試

験を実施したot3)使 用 雅 兄試験に用いたホクテガイの稚且は､塩越､古野牛川､岩屋各

地先共に､昭和42年当所で土屋地先で天然採苗後中間育成したl年月を用いた｡塩越地先では375

個 (平均穀長 6･38-､平均重量36.2g)を､富野牛用地先では 500個 (平均殻長6.46cm､

平均重量35･1g)を､岩屋地先では5OO個 (平均穀長6.38cm

､平均重量 34.8g)を使用した｡(4) 試 験 経 過

.(塩 越)

(苗 野 牛川) (岩 屋)試験開始測定 ;昭和43年 6月 25日 昭和43年

5月30日 昭和43年 ･5月 31日手入れ 測 定 ; 〝 11月 28日 〝

12月 19日 〝 12月20日試験終了測定 ;昭和44年 3月 14日 昭和44年

3月12日 昭和44年 3月13日測定に当っては､各地先とも収容月の半数をランダムサン

プリングして､試験開始時には穀長､穀高､穀巾､重量を測定し､手入れ測定時は穀長､重量､生存率を測定し､試験終了時には殻長､穀高

､穀巾､重量､生存率を測定した○(5

)試験場所附近の海水水温の季節的変化試験場所附近の海水水温の季節的変化を知るために､塩越

地先では平舘の午前9時の表面水温定置観測よb､古野牛川､岩屋地先では尻屋の午前lO時の表面水温の連日

観測記録から旬平均に整理した｡



試 験 結 果

ホクテガイの各地先別測定結果よb成長､歩留Dの平均について図示したのが第3- 5図である｡

(I) 塩越地先における結果

(1)-成 長

収容器材､収容密度別平均噂殻長についてみると､丸 5段寵40%目､J%.1が4.7仇で 1番良く､

次いで丸5段龍 4OX.n目Jra2が4.4m､丸5段寵20g.n目Nalが3.8C7n､丸5段寵20%目､JW.2

が3.6m ､パールネット6%,n目J%.1が3.3C7n､パールネット6X.n目ノ佑2が3.2mO 贋であったO-

方平均増重量では丸5段寵40X..目J%.Iが133.1gと一番良く､次いで同Jra2が129.I9､九

5段龍 20X.n目Jra2が IOl.9g､同Nalが101.6g､パールネット6X,n目Jralが 89.6g､同

Jra2が 83.Oタの版であった○
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第3図ホ クテガイの成長､歩留b (塩



(⇒ 歩 留 b

収容器材､収容密産別歩留Dの平均についてみると丸 5段寵4Om/m目J6.1が96.0藤と1番良く､

次いで同Jra2が93.3多､丸 5段寵 20%目Jralが92.0帝､パールネット6m/.nJ%.1が90.0%､

丸 5段寵2Oym目Jra2が 89.3多､パールネット6m/mJWa2､86.7帝の版であったo

(2) 古野牛川地先における結果

(i)成 長

収容器材､収容密度別平均増穀長についてみると､パールネット67Xm目J%.1が4.1CnLで1番良く

次いで同JG.2が4.0m､丸 5段寵40'X.n目Jralが3.5m､同Jrn2､ 3.4m､丸 10段寵4OX.nJ%.1

が3.1an､同J%.2が2.6cmの版であった｡一方平均噌重量ではパールネット6%T.n目J%.1がlO1.4

gと1番良く次いで同J6.2が98.29､九5段寵407nXm目J%.1が92.Og､同JW.2､ 83.49､九

IO段箆40X,n目Jralが76.9才､同J%.2が70.9才の版であったo

第 4図



(｡) 歩 留 b

収容器材､収容密度別歩留Dの平均についてみるとパールネット6X.n目J%.1が 90.Oqvと1番良

く次いで丸 5段寵4OBT.n目J%.1が86.0藤､パールネット67m目J%.2が85.3多､丸5段寵 JW.2が

82.7%､丸 IO段寵 40雛 1が81.0蕗､同J%.2が80.O%のJlRであった｡

(3) 岩屋地先における結果

㈹ 成 長

収容器材､収容密度別平均増穀長についてみると､パールネット6m/.n目J%.1が4.0mと 1番良く

次いで同J%.2が3.7cm､丸5段寵40%目J%.1が3.4cm､同J%.2が 3.2m､丸lO段寵40m/m目Jra

lが 3.2m､同J%.2が2.7mの贋であったO-方平均増重量ではパールネット67m目J%.1が 98.5

gで1番良く次いで同J%.2が93.1才､丸5段寵40m/,n目J%.1が84.9g､同J%.2が 82.7g､丸

lO段寵 4Oym目J%.1が76.1才､同JW.2が70.2gの贋であった｡

生

存

､必
丁

J

Z′/

酸〝7.iaア

C外 竿 章毎 毒 毒 墓 童∃IL･-ルネトムフ

紳p-/･▼

■- -- /マイムかトL抑

〃′び 瀕 宅40秒 -′30轡

む 鹿 毛 妙

,Z qMol2畑粂一
/′′メ ー:1-i--# '亡::i一

←■一 ′_--/--一←-_-I_--,

S6 9- -
---i--i /d,,,'t iy'/I

血 , ∠ 7 9 7 ,0 //

/;aAGq/ ス 3d)第 5図



(p) 歩 留 b

収容器材､収容密度月l捗留Dの平均についてみるとパールネット6m/m目J%.1が96.0葬で1番良

く次いで同Jra2が 90.7帝､丸5段寵407m目J%.1が 88.0%､同J%.2が 84.O藤､丸10段寵

40m/m目J%.1が 82.0多､同J%.2が80.0多の版であった｡

(4) 附着生物について

収容器材およびホクテガイをど-の附着生物の附着量は過年産の調査結果と同様に各地先､季節に

よDか夜Dの差が見られた｡試験場所別にみると､塩越地先では前年度と同様イガイ類と小型のフジ

ツボ類の附着が薯しかった｡一方昨年度よb試験を開始した古野牛川､岩屋の両地先は陸奥湾内の塩

越地先に軟べて附着生物の量は少をく､附着生物としてはイガイ類と特にコンプの附着が著しかった○

このように附着生物の多くはホクテガイの成長歩留Dや施設の耐久度をどに大きく影響することが考

えられるので､今後更に検討を加える必要があろうO

t5)試験地附近の海水水温の季節的変化

観漸地先別の結果を第6､7図に示した｡これでみられる通b尻屋地先の水温は､最高 8月中旬の

22.3℃､最低2月中旬の5.0℃であった｡平舘地先の水温は5月上旬よ99月下旬までしか観測さ

れていをいが､最高8月中旬の22.O℃､最低5月上旬の11.0℃であった○
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が少をく潮流も早く潮通しが良いので､目合の小さい範の方が成長が良いものと推定された｡収容密度

は昨年度の結果よ910-20個/段で養殖すると良い成長を示す事が解ったが､今年度は更に10-

I5個/段で試験をした結果少をい程成長が良い事が立証された○垂下養殖を企業的に行覆う場合には

収容密度を出来るだけ高くしてしかも成長､歩留Dを向上させ早く商品サイズにする事が必要で､蕃殖

技術の開発と養殖器材の改良研究を更に今後進めていか浸ければ夜らないであろう｡ 昨年度よb試験を

開始した外海においても本年度も良い結果を示し､垂下養殖が出来ることが立証された｡
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